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たればなりません。その111F人は心の文配に従ず

らところということができましょう。そこでロ

ータリーとは何かに恐いと寄せて見ますと、迎

一度の例会に参加しクラブ運営にかかわり親睦

を求めるための例会Wimjjからすべては始まるこ

とは１１'すまでもあI)ません。ロータリーの親膝

はただ単に楽しさを求めるのみではなく、光雄

、の人的交流の'１１におﾉ[いが再発し合うrlLL紋

fY的機能をも含め帆'1槙と呼ぶものであ'八災堆

人の典の交流を皿じ｢Iからの人1H1資lirならびに

WIMjfと決断を支配するロータリアンの無限にわ

たって可能性を秘める心の世界の改良をIxlろこ

とこそ、ロータリーが与えてくれる功徳といえ

るものであります。従って小さなことからirmI

を起こさんとすれば、l1IlIUI的なクラブ例会への

参加と親睦の充実をlxlろことが原点であり、こ

れぞロータリアンの根源的、精神的準(I:の突践

と解されるものであり、他のすべての４判|:の笈

践はこの延奨ｋにおいて果たされろという思考

を持たねばならないもので、ロータリアンにと

っての特樅にI(けるところ、一般朧楽人との|{１

述点をここに凡恢ぬるﾊilH1でもあります。

例会出席は岐大必要条件です。）I}たらそこに

おいて何を求め、求め１１ﾄたものを行助の111:界に

いかに通)iＩするか。】M1楽社会に遮川することを

もって道徳的水ilkを1ｍぬるための苑iL1とＦ段を

IliW難の体系の１１１にｊＭ)入れる、入れない、の’ドリ

断と決断を持つ喉(1:の心、良心の命ずらところ

新たな発想にｉＩｌＸじて]倣難の遂行が1百Ｉられろ、１１こ

のため人のために、これが職業奉仕と称される

ロータリー哲学であると考えなければならない

もので、この述jHjの寄って立つ原ＪＷｆ雛とｲﾐﾘﾛｉ

をMil定した脱念でとらえずして本然の姿を保ち、

１１ｔのため人のためにとｌＭげろ理想を9A戈の|Ⅱ:界

にLL魂することはあり11卜ろでしょうか、ザえて

見る必.要があり生しよう。鋪2790地Ⅸ(下醍)ＰＣ

強

ｌｌｉｉ獺ｲfIl:はロータリーが'111ｸﾞﾋﾞした思想の狐ｒｌ

Ｉｆｌｉの・分11fであるといわれています。過般ある

ガバナーがおＩＩＬになったｒ)]((」を拝読致し
鞭

ましたｌ１ｒ、その篠理指針のＩ１ｊｌ二、ＲＩ会長の腿

１１Mされた「職業素Ⅷ仕のjirをIniぬることによって

未来を築こう」の見{Bしのもとに．職業奉仕あ

ってのロータリーでありYrの1ｲﾘﾋは爪要なこと

と〆けえなければならない、しかしただお題}Iを

１１１{えているのみでは意ｌＬＩｉがなく、小さなところ

からでよい、まず実行しよう、と組されていま

した。私も共感を致す－人であります。

そこで小さなところという源流をどこに見い

だしたら災いかということであります。そして

Hill雌ボイl:あってのロータリーという葱'1ｲﾐ合いを、

ビラ1,1党して位#'１１｢､|･けをｊ１Ｉ１解しﾌﾐ践活Iijjにおい

て効恥を111Lたちよいのか少し触ｵしてみたいと思

います。ロータリーという組轍は艤業人の楽ﾄ１１

であり、会11の職業の中に喉{1:を取り入れると

すれば、家庭生活に次いで1M11場はlIkも身近な実

践il1hlllの場であります。】|佃堆は'ki1Iiの糊を１１ﾄろ

刊統の追求場でもあります。第三稀から利益を

1(｝ろことが奉仕となる原１Ｍと発想をロータリー

は1111発し、今ロも未米に至っても変わるところ

のないものであります。

ロータリアンはロー女リーとかかわりを待ち、

峨雅ｲｆ１ｌ:の爽践を行い11ﾄろためには、まず何を

考え、’''１を成せばよいのかを､１１解できなければ、

聯堆猴Ⅱ:を111分のものとすることは不可能です‘
蕊

綱航(二近徳的水準をiiiiめろとあI)ますが、ロー

タリーは災なった職甑にわたる専門的学理や手

段を指灘する場ではなく、会ｕ個々はlfJからの

職堆の枠の中でそれを１１１１苑するのは当然のこと

であI)、ロータリーはいかなるんｊ１ｍにその機能

を果たすのか、ロータリーの】M1堆恭ｲﾋたりｲ(｝ろ

ために何が与えられるかであります。

人はすべて行動を起こす以1MiW1lUfと決断を侍

６ 
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二針三針の奉仕

|鏑,了悠鶴撫｡

１
１
 

アメリカのニューヨークにジョン・ハンネー

という靴屋がありました。ハンネーは１１１じ徒郊

ｲ'１１Ｍの－人とほとんビ同時に、しかもﾎﾞﾄﾞを並べ

て1Mlb塵を|)H楽しました。１年ほど後、隣の靴座

は叔父さんかcMulいもよらぬ世)》rを棚られてに

わかに金持ちとな')、ハンオーのﾊ};に幾倍する

大きな店になりました。ハンネーはあせりまし

た。しかし、彼はいらだつ心をおさえて、

「ｌＷ６そう隣をうらやむことはない。一生懸命

やれば、やがて｢１分も大きなﾊliをﾊﾄﾞつことがで

ざるに途いない」

と．ハンネーはまず｢１分の方針を決めました。

「W上を作るとき、下ＩＨＩを省くよう奴ことは一切

しない。のみならず、急らに二針三針の手'111を

M1;ごとに添えていこう。その少しの｣[111城で、）似

怠心地もよく、靴の持ちも良くなる。これがｎ

分の靴だというものを作るのだ。ノ1k初は気付か

なくても、やがてお群が分かってくれば、ILI然

に粋の(`:)ＩＩ６ｊ１ｌＬ、お杵もふえてくるはずだ」

と。

こうしてハンネーはあらゆる点にiii意を加え，

Ｍせず、たゆまず、努力を続けました。

「J分のI倣兆における二針三針の'(僅仕がｲｉｉ１Ｕと

いう大きなMjMfを11ﾄて大を成した例でしょう。

このようなｌｌｌＷ堆的社会化活における奉仕のソミ

'１１のことをロータリーではllllli雌ﾉlfll:と嵩うので

す。本来ｌ１Ｍｉ蝋というのは私的利illllの追求という

ことで動いている行為ですが、もうけの金商で

一襟一変するのではなく、もうけを生み出す元

になる涯え方をロータリーはl11IIulにするのですロ

ハンネーは罠''三`|の準f上で群にWIjとlii)時に

お容の満足をつけて光ったのです。だから彼は

Ｉ化の代価を受け取るとき、お金とIlij11fにお容の

感謝を受け取ったのです。そのプラスアルファ

が１，丁Ｊ１]というiIHみ立て貯金になったのです。

F￣ 

ポール・ハリスは「ロータリーの職業奉仕の

ことを－蒜で!↑えば、金銭にｊＩＬｌ１１しないことで

ある」と0．了っています。人I1HlHI係において金餓

はその終＊処､11のIMI題として、避けられないも

のでありますが、その前に｢1分が''1:のため人の

ため、そして''１分のためにどういう倫理的な機

勝を投下しようと努力したかむけえよというこ

とでしょう。そして、金銭を↑(ﾄろ1ｉｉｉに柵乎を紬

11卜させ、「１分も紬１１卜し、社会も紬柵するような

ある繩の労務の腿供を心掛けるならば、私的利

潤の追求がそのまま１１tのため人のためになると

ボール・ハリスはベラのです。

かように、UAjMLiiTにとらわれず、その本Hrを

)Lろロと心をI艀〈｣勘所がロータリーの毎週１Ｍ

の定例例会なのであります。

前27.10地Ⅸ（LaMr・佐徹）ＰＣ

ｒ氏

２～３ｲ|そたったが隣の大きなLIiの力は扣変わ

らず客の出入I)も多いのに、ｎ分の方はWj古,Rb

がｕいていました。それでもハンネーはくじけ

ないで､岐初の方針を守りinしました｡こうして

５～６ｲi二もすると、いつか客は隣の)lIiをjlnb過

ぎてハンオ､-のAI;に米ろようになり、１~数年す

ると隣の店に倍する大きな店となD、ついに後

にはアメリカー瀞の靴店となるに護ったのです。

ﾘlu皮８年１０月暇 ７ 



職業を還して社会|ご貢献

職業奉仕活動の事例 シルバーカレッジを開悩

節2750地区来京八-1：'１Ｗ

平'１『I学校の協力を11｝て商船者にパソコンをIMI

ってワープロ'１１心に撚作を党えてもらう、ＩＣ

を1kつたラジオの細み立てなどの;MH'１１を1ⅢiW。

それと|ﾙ談して救援榊腿として、合しlの[クミMi、

弁迩士が、鯉M§IlllRlj、イⅡ銃1M】題、ｌけ＃if形成など

の識座を柵識した。

生活なんでも相談

鮴2510地区札幌〈北ilijn）

各分野のW〔１Ｍ】家が災い、i1jh&のｲⅡ談に答える

「'１§活なんでも柑談」を、会11全11が一致団結

して|'し幌ilr内のデパートでljIllll1・無料。

無料相鱗会を実施

鮒2810jluf古川（樹城1M）

地〕bの典祭り「古川まつI)」で、会貝の]Iim業

を化かし、底療、法休、税務、教育などの１１１１鱗

全を11Mいた。

￣■ 

山村で乳癌検診を実施

第2650地腿II9llH(１１１ﾘﾐ(奈良1口深）|：猴俊

1990年から1995ｲ{里までの５〈Ｆ１１ｌｌにわたって、

｢】ごろ健康診断を受けにくいIlllH1部にある奈良

Ⅱ(南部地区の１１il]､６村の姉人2,324人に対して、

孔摘の検診を行った。ｌＩｉ２イドガバナー徴を受Ito慰盃法要団

節2590地区川１Ｗ(l'|'奈川I{し）商橘１瞼天

川Illlf大l111i平１１}I寺のlWTo1976ｲﾄﾞ、節２次'11:界

大収終結、３３回忌に当たって、アジア太平洋地

域での収争犠牲者の鎮魂法要を行って以来、慰

蝋法繋１１１を組織し、1994ji:、５０Ii1I忌まで各地を

巡llZ撤砿してきた。

陶芸を通して

鮒2650Mﾙ〈京lilMf來及杼川論

美術陶芸という職堆を通じ、福祉?!「業ﾄ１１のチ

ャリティー作iy,狸などに出品。また、所jljiの刀（

都浴來ＲＣでfljiｲla外１K1人留学生対象にl11j0i(して

いる陶芸教室で脂迦をしていろ。

新興住宅地で起こったトラブルを解決

節2590地区川崎Ｍ１（M1奈川Ⅱ!）森下秀71ｉ

一度できあがった公lxlをI1Iilﾐすることは難し

いが、７１j内の新興住宅地で起こった上地の公図

混乱によるトラブルの解決のために奔走し、切

断をもって解決にあたった。

就職懇談会を実施

鮪2650地区教fＹ（１１M卜111）

１８年前から商佼生の就職希望対象の就】Ilii愁麟

会を実施していろ。棋搬而接．就職i＃ｉｉｉ(会は、

雌ｲ12好評で、イ'二度1iilから打診がある。地域社会

の要望に対応すべ〈励んでいる。

－Ｎ 

｢よろず相談室｣の設遜・推進

節2600MII（桜木（及野lIU

lIiIクラブｉｌ立35周年を肥念して、1991年に１１１１

段した､旧州大学留学生会の名簿に登録されて

いて、ｌ１ｉ１会の代表を皿じ松本ＲＣに登録した学

生を川.象とした留学生のためのｲⅡ縦室。イ:Ⅱ,縦,Ａ１

春に応じて、医師、井波｣:、ルリ停委LLをはじめ

として1,i]クラブ会11がｲﾛ縦ｕとなる。

バヌアツで医療活動

節2660地区大砿綴鳩瀞111宗久

歯科医として、雌初一人でバヌアツに１ｹ訓(iiW

IIillに行っていたが、数ｲ121iiiからは「I櫛太平洋に

lIliｲ:１１蟹旅を育てる会」というＮＧＯＩｊｌｲｲとを兆九』

し↑師１１を続けていろ。医縦以外に“１本とバヌ

アツの子供たちの絵の交換に力をillいでいろ。

９ １９９６ＶＯＬ４４ＮＯ］０ 



を刊行した。1990～95年の『友』誌10月号（職

業奉仕H1}(１号）からの職業奉仕閃述記不のすべ

てと地区内余クラブの職業奉化委及会の活動ii1

Iiliiならびに#|鑑を褐jliRした。

優良従業員を表彰

第2710地区福111（広lIbIM）・柳井（llIIlIlI）

１賊場例会において、そのHill場の優良従業１１を

クラブ会長名で表彰した。

事例集を発行

節2570地区(埼玉』１９

房職奉のこころ－ロータリアン社是・社訓集』

（1994-95年度)、『まどころの職準一職業率ｲﾋ

の71Ｆ例蝶』（1995-96年度)を発行、地区内会風

の参考にしてもらった。

患者さんの甑』情に配慮

第2740地区來氏崎(及崎H1）千細同彦

整形外科は仕事をしながら通院する恐潜が多

いので、仕ｲﾄﾞﾘ,iM)に診療が受けられるよう時ｌｌｉ１

外の診療もしていろ。述院が困雌なTiiWl16者やIIiIf

嘗若のために週１何訪閲して在宅診旅をしてい

ろ。幼稚園や小・｢１１学校の述動会や地域のお祭

りなどの行事のとき、体ロでも急忠の受け入れ

ができるようにしていろ。

駆例集を編集

節2590地区川崎iIW（''1ｉ奈川l(()奥ｌＨ英博

MIi客ilMi足没（Ｃｓ）にターゲットを絞り、地

域内の｣１Ｆ例を収集し『職業本ｲI:７１F例雄』にまと

めた。

Ｐ串

職業奉仕のための情報活動

アンケート鯛査を実施

第2770地区(埼玉IIL）

前年度、地区職業準{!:委貝会では、クラブの

職業泰fl:委し1会の活動についてアンケート調査

を実施、その結果を繩告１１｢としてまとめた。

小委員会を新設

節2530地区会津若松(iiWl1）

ＲＩが職業奉仕委圦会の下に５つの小委、会

をつくるよう奨励しているのを受け、就]Ｉｉｌ相談

小委員会を新設した。新卒希の就職についてIRI

係機ＩＲＩの実怖を'１１１きながらの活動、また、「会津

地匹心身障害者雁用促進協議会」の巡皿１１に銭同

健徽者・身障者が共生する職場・社会の実現に

向けての活動を展Ｉ１Ｉｌしていろ。

クラブ週報で喚起

節2630M小（不破(妓聯u1L>・伊勢(三jIul(）

クラブ週報に職業奉仕委乢会コーナーを設け

て、職業奉仕の班念について喚起する。

F勇 職業奉仕研修会を開催

節2790地区(千蝿Ⅲ）

同地区職業奉仕委只会では、毎年地区内ロー

タリアンの職業奉仕にlHjする認識をinjめろため

に、職業研修会を１１１１'１Mしている。今年度は、１０

月10日に、各クラブの会長、職業傘ｲﾋ委LL長、

ロータリー情報委瓜長なビ､約250人が参加して

研修会を|)IH1M、深川純.－ＰＧ（第2680地Ⅸ）の

講満などを予定していろ。

職場訪問

第2690地区倉敷南(,MIIlI1M）

年２１mil、会L1の職場を訪問しての例会を行い、

理解と交流を深めろ。

甑例築を発行予定

第2710地区(広Hbl1L･山口１１(）

『職業奉仕耶例蝶』を発行する予定で、『ガバナ

ー月信』で、「教えて下さい。あなたの小さな職

業米f上を」と呼びかけるなどして、現在原稿を

集めていろ。

小冊子を刊行

第2830地区(粁綱M）

ア職業奉仕活動への誘い－職業奉仕活動入川

９ i】･旗８年10JJ￥



あなたの夢の実現に

お手伝いいたします

社会的弱者への活動

米il(ｌＲｃｊ倣料&化岱Ll｣と秋葉隆子 １噸】北ＲＣ会1と前川通泰

職業泰ｲl:委乢会の允案によって、６月15日、

当地域（第2800地区・ｌｉ'【１１９分区）第６分区の商

佼､13校の米年就職を希望する生徒を対象に､就

職情報セミナーをＩｌＭ１Ｉいたしました。

私たちのI-l的「あなたの夢の突現にお手伝い

いたします」を|･分に,魁紬していただき、各佼

の校長先生、進路術灘の先生の|ルカをｲ(卜て、生

徒330人、父Hf30人の参lⅡ1をいただきました。

Ｗｊ報セミナーはパネルディスカッション形式

でコーディネーターには職堆牟仕委11長の私が

なり、パオ､リストに､１１クラブの全し１６人、その

職業分類は、金融、Ｉ廠繋、製造業、ファッショ

ン、述送業などで榊成いたしました。

内容については、①職業を選ぷときの心1\に

ついて１１分が選択したときの経験談。②ｎ分の

生きる方向Ⅱiのもつ｣[大↑'１！。③現在の各業界の

状況と就職状況。④行企堆が布製している人Iリヒ

⑤各社の理念と綴徴〃針など。

参加した生徒と醐上のハオ､リストが-体とな

れるように、さらに/l：IMAの瓢持ちをパネリスト

が理解するために、ノ1k初に会場に向けて虹ｉｌＩｌを

しました｡｢１２１分の希虹する堆芥や会社が決まっ

ている人｣｢このセミナーに{iIIをjU1侍してきまし

たか」などのIirl}１１を皿して会場が和やかな券１１１１

文(になり、また、パオ､リストも私も落ち静いて

進行することができました・雌後に生徒からの

IrN1]を受け、パネリストはそれらにお答えいた

しました。

セミナーを行うに21iたり、１－分に検討し、IilF

llljの配分や内容についての'Ｍ１準備を当クラブ

合し1全、の参jjllで災行いたしました。その評価

については、各商聯学校ＬＬ進跣指導の先生方

に、毎ｲﾄﾞﾘそ行してくださいと御んでいただき、

充実感を感じることができました。（111形1(1)

、11クラブでは、1994-95年庇から今ｲ12度に掴

ろまで、杜全的弱者に対する職業牟｛l:iilinjを行

い、また,1111iiiをしていろ。

1994-95年度は聞知HL立リハビリテーション

Ⅳr災に１１iIWiをお願いするととい二、その授雌施

,没に職｣ﾋﾙiMjllllを行い、仕1Fに励む優｣(L従ＩＦ片４

人を炎彩し、かつ、施設で生雌されたr11il:こ

よみ」を愛11会予算で雌人し、クラブ会ｌｌ－１１ｉｊ

にＮＭＬ、その夷)ｆｌｆ１ｉがiililiiiきれた。また、そ

の施批の職11と生徒に「四つのテスト」をｉｉＭｉ

した。

1995-96ｲﾄﾞ度は、社会福祉会あおぞらﾉﾋＩ[Ｉ作

業所の新築移松のための笈企援lujとして蚕１１会

1基i;;I:に会１１のカンパを合わせて10〃IIJをｌｉ１Ｉ)、

11棚業川農Ⅱ:ｊ１１１１１には、理』ｊＦ長を;l1hiiに１７{き、’１i,弼

遊jlnじてIilif'１１Ｆ満に対するJⅡl解を深め、’1F雌iiVIHjj

への激励を行った。

今ｲﾄﾞ度は、社会棉祉法人すずめjblli]作堆所を

対象に111ﾆｲ1号行ったのと|『７１橘の,|「業を,illIwiしてい

ろ。ともすれば社会琴ｲﾋを共''1活動とみなされ

るやもしれないが、社会的弱荷への大きな励み

となり、、'１'ＩＦ肴の職業に対する１１ザリにつなげる

ことは、やはり職業奉仕の-111Ｊだと思う。

また、社会準ｲ!:的活Iiljで｢Ｉらの)11N雌技術を1WI

luiし、３ｲ'二''１１にわたり特別礎艇老人ホームの５０

人の力々に放髭の無料準(l:を行っている会LLが

いる。その会11の経営するＡｌ｢のJ''1提l1I1iたち10人

で、２カJlに１度、放髪をしながら,V↑しＩ１１手に

６なり、ホームの老人たちにJ1:常に稗ばれてお

り、ｉｌｉ及炎影を受けた。

このように、社会準イヒと職堆４篭(1:が118然一体

となることにより、その準ｲ}:活IilIは大きく広が

りを兄せるのではないだろうか。

（節2670mIflni）I11lL）

Ｐ句
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